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第１０回第１０回 総合科学技術会議総合科学技術会議 基本政策専門調査会基本政策専門調査会

平成１７年８月３０日平成１７年８月３０日

「「 政府研究開発投資の戦略的重点化の実現方策について政府研究開発投資の戦略的重点化の実現方策について」」

論点資料論点資料



科学技術の戦略的重点化科科 学学 技技 術術 のの 戦戦 略略 的的 重重 点点 化化

（１）基礎研究の推進
◆多様性を確保しつつ、質の高い科学技
術を目指す

◆ ①研究者の自由な発想に基づく
基礎研究 〔多様性を確保〕

②政策に基づき将来の応用を目
指した目的基礎研究 〔政策課題
対応型研究として重点化〕

◆ビッグサイエンスは、厳格な評価を行い
、プロジェクト間の優先度を含め判断

（１）基礎研究の推進
◆多様性を確保しつつ、質の高い科学技
術を目指す

◆ ①研究者の自由な発想に基づく
基礎研究 〔多様性を確保〕

②政策に基づき将来の応用を目
指した目的基礎研究 〔政策課題
対応型研究として重点化〕

◆ビッグサイエンスは、厳格な評価を行い
、プロジェクト間の優先度を含め判断

基礎研究全体について重点
４分野が優先されるとの第２
期での誤解へも対応

◆４分野を重点化対象とすることは、概ね妥当

◆研究分野の重点化にとどまらず、分野内の研究推進の選択・集中を行う戦略性を強化
→重点４分野の中でも更に領域を絞り込み （重点化は重点４分野に限定されるものではない）

→各分野内において、６つの政策目標を実現するために必要とされ、その効果的・
効率的達成のために重要な課題を科学技術投資の対象
→将来的な波及効果の予測（デルファイ調査）、国際的なベンチマーキング、技術
マップ・ロードマップ等の可能な限り客観的データ及び効果的な官民の役割分担を
踏まえつつ、重要研究領域を設定
（エネルギー等重点４分野以外の分野においても、同様に絞り込みの戦略として策定）

◆４分野を重点化対象とすることは、概ね妥当

◆研究分野の重点化にとどまらず、分野内の研究推進の選択・集中を行う戦略性を強化
→重点４分野の中でも更に領域を絞り込み （重点化は重点４分野に限定されるものではない）

→各分野内において、６つの政策目標を実現するために必要とされ、その効果的・
効率的達成のために重要な課題を科学技術投資の対象
→将来的な波及効果の予測（デルファイ調査）、国際的なベンチマーキング、技術
マップ・ロードマップ等の可能な限り客観的データ及び効果的な官民の役割分担を
踏まえつつ、重要研究領域を設定
（エネルギー等重点４分野以外の分野においても、同様に絞り込みの戦略として策定）

○科学的・技術的分野として４分野へ優先的
に資源配分することが戦略的重点化の主な
手段

○分野別推進戦略の下で網羅的・包括的に
研究課題を推進

○重点分野に属さないことで十分な評価なく
低い優先度が与えられているという指摘

《
第
２
期
基
本
計
画
》

（２）政策課題対応型研究の重点分野への重点化

◆最新の科学技術的知見を絶えず取り入れ、関係府省や研究機関のネットワーク・連携を実際に動かす基盤となる「活きた戦略」を実現し、毎年度
の科学技術関係予算の重点化に反映
→総合科学技術会議による資源配分方針立案に向けた最新知見の吸収、概算要求前の資源配分方針の提示、概算要求に対する優先順位付けの
実施、次年度の投資戦略立案に向けた準備といった年間の政策サイクルを確立

＜安全と安心への対応の検討＞
◆安全面での社会・国民への科学技術の成果還元の視点を強化
→具体的目標（「安全が誇りとなる国－世界一安全な国・日本を実現」）に向け、施策展開、
評価の実施、府省連携の取組を強化

◆「安心感」の向上のために、健康の確保その他関係する政策目標と有機的に連携、科学技
術による国民の安心感の醸成への貢献について定期的にフォロー

＜「国の発展の基幹としての科学技術」への対応の検討＞
◆文部科学省、日本経済団体連合会等の検討結果は、国家にとって重要な技術を選定するに当たって
の考え方、概念、及び具体的に選定される技術について多様な結果

◆今後、概念の明確化の可能性、現行重点４分野とその他の4 分野との関係、技術選定のための適切
な手続き等について更に掘り下げた検討を行い、選択と集中

政府研究開発投資の戦略的重点化の実現方策について政府研究開発投資の戦略的重点化の実現方策について ～～ 検討課題の整理検討課題の整理
１

＜「基本方針」より要約＞

○ 重要研究領域をどのような考え方で設定すべきか。

○ 重要研究領域と予算配分の関係はどう考えるべきか。

○ 各分野内で重要研究領域を定める中で、新興・融合
領域への対応はどうあるべきか。

○ 重点化対象予算の半分の研究開発を担う独法の制度
面でのはないか。

○ ５カ年の推進戦略の下で研究・技術に関する産学の
最新知見を吸収して毎年の重点化に反映するプロセス
をどう構築するか。

〔検討課題１〕 分野内の重点化手法の考え方分野内の重点化手法の考え方

○ 第２期での問題指摘を受け、重点４分野以
外の分野においても、政策効果を十分に発揮
させる投資戦略の方策をどう考えるか。

○ 重点４分野以外の分野に係る分野別推進戦
略立案の分野構成は、第２期の分野構成を継
承することでよいか。

〔検討課題２〕 重点４分野以外の科学技術重点４分野以外の科学技術
分野の取扱い分野の取扱い

○ 「国の発展の基幹」についての概念をどのよう
にとらえれば、政府研究開発投資の戦略的重点
化にとって最も効果的か。

○ 「国の発展の基幹としての科学技術」と５年間
で重点配分（予算増）するものとの関係をどう考
えるか。

〔検討課題３〕 「国の発展の基幹としての科学「国の発展の基幹としての科学
技術」の重点化における取扱い技術」の重点化における取扱い
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＜科学技術関係予算（大学に係る予算を除く）の８分野別の予算推移＞

【ネットワーク】

・ネットワーク・ノード

・伝送技術

・－－－

・セキュリティ技術

【ロボット】

・認識処理

・センシング

・制御

・マイクロマシン

・－－－

【ストレージ】

・ハードディスク

・－－－

【コンピューター】

・プロセッサー
・メモリー

・－－－

【ユビキタス端末】

・ヒューマンインターフェース、
認証、機能ディスプレイ
・ICタグ
・無線技術

・－－－①新興・再興感染症の克服
②食の安全と信頼の確保
③深刻化する犯罪から国民を守る新たな技術の実用化

④堅固な情報セキュリティシステムの実現

12 暮らしの安全確保

①災害に強い新たな減災・防災技術の実用化
②既存のインフラや建物を活かした安全で調和のとれた国土・都市の実現
③安全で快適な新しい交通・輸送システムを構築
④各種テロを予防・抑止するための新たな対応技術の実用化
⑤様々な海外からの脅威の侵入を事前かつ的確に捕捉する技術の実用化
⑥資源・燃料の安定供給
⑦世界を先導する化学物質のリスク管理の実現

11 国土と社会の安全確保

＜目標６＞ 安全が誇りとなる国安全が誇りとなる国
～世界一安全な国・日本を実現

①予防医学と食の機能性を駆使する生涯健康な生活を実現
②脳科学の進歩によりこころとからだの健康を保ち、自立しはつらつとした生活を実現
③失われた人体機能を補助・代替・再生する医療の実現

④年齢や障害に関係なく楽しめるユニバーサル生活空間・社会環境の実現

10 誰もが元気に暮らせる社会の
実現

①ゲノム情報を活用した生体機能の解明により生活習慣病や難病を克服
②免疫メカニズムの解明による免疫・アレルギー疾患の克服

③バイオテクノロジーとＩＴやナノテクノロジーを融合した新たな医療の実現
９ 国民を悩ます病の克服

＜目標５＞ 生涯はつらつ生活生涯はつらつ生活
～子供から高齢者まで健康な日本を実現

①国際競争力ある航空・宇宙利用・海洋利用技術の実現
②日本と世界の食卓に提供される食料・食品づくり
○バイオテクノロジーを駆使する医薬と医療機器・サービスの実現
○世界市場を先導する環境配慮製品・サービスの実現

（○印は、大政策目標４以外の政策目標の成果が国際競争力を確立するもの）

８ 科学技術により世界を勝ち抜

く産業競争力の強化

①ナノテクノロジーを駆使するものづくり革命
②革新部材、バイオテクノロジーやＩＴを駆使する先端ものづくりの実現

③材料から製品・サービスまでの産業集積の強みを活かすものづくりの進化

７ ものづくりナンバーワン国家
の実現

①光・モバイル・情報家電の強みを活かし世界を先導する次世代ネットワークの実現
②モノとモノを情報でつなぎ便利に利用する電子タグの実用化
③ライフスタイルに革命をもたらす次世代ロボットの実現
④誰でもストレスなく簡単に使えるやさしいコミュニケーション技術の実用化
⑤現在の半導体の動作限界を打ち破る革新的デバイスの実現

⑥世界を惹き付けるデジタルコンテンツの制作・流通の加速化

６ 世界を魅了するユビキタス

ネット社会の実現

＜目標４＞ イノベーター日本イノベーター日本
～革新を続ける強靱な経済・産業を実現

①我が国発のバイオマス利用技術による生物資源の有効利用
②３Ｒ（発生抑制・再利用・リサイクル）による資源の有効利用と廃棄物の削減
③持続可能な生態系の保全と利用

④健全な水循環と持続可能な水利用

５ 環境と調和する循環型社会の
実現

①世界で取組む地球観測と正確な気候変動予測と影響評価の実現
②温暖化ガスを効果的に排出削減する技術の実用化
③世界を先導する省エネルギー社会の実現
④世界で利用される新たな環境調和型のエネルギー供給の実現
⑤水素利用社会に向けた燃料電池の本格導入

⑥世代を超えた安全な原子力の利用

４ 地球温暖化・エネルギー問題

の克服

＜目標３＞ 環境と経済の両立環境と経済の両立
～環境と経済を両立し持続可能な発展を実現

①先端研究施設・設備を活用する限界の突破

②宇宙・海洋・地球科学の限界領域の探求

３ 世界最高水準のプロジェクト

による科学技術の牽引
＜目標２＞科学技術の限界突破科学技術の限界突破

～人類の夢への挑戦と実現

２ 非連続な技術革新の源泉とな
る知識の創造

世界的な競争の中で以下のような研究成果を創出
①研究者の発意に基づく基礎研究による多様な知識の創造
②異分野融合による新たな知識の創出
③知識の統合による新たな知識体系の確立
④人類的課題解決のための知識の創造

１ 新しい原理・現象の発見・解

明＜目標１＞飛躍知の発見・発明飛躍知の発見・発明
～未来を切り拓く多様な知識の創造

個別政策目標例中政策目標大政策目標

①新興・再興感染症の克服
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③深刻化する犯罪から国民を守る新たな技術の実用化

④堅固な情報セキュリティシステムの実現

12 暮らしの安全確保

①災害に強い新たな減災・防災技術の実用化
②既存のインフラや建物を活かした安全で調和のとれた国土・都市の実現
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＜目標６＞ 安全が誇りとなる国安全が誇りとなる国
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④年齢や障害に関係なく楽しめるユニバーサル生活空間・社会環境の実現

10 誰もが元気に暮らせる社会の
実現
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②３Ｒ（発生抑制・再利用・リサイクル）による資源の有効利用と廃棄物の削減
③持続可能な生態系の保全と利用

④健全な水循環と持続可能な水利用

５ 環境と調和する循環型社会の
実現

①世界で取組む地球観測と正確な気候変動予測と影響評価の実現
②温暖化ガスを効果的に排出削減する技術の実用化
③世界を先導する省エネルギー社会の実現
④世界で利用される新たな環境調和型のエネルギー供給の実現
⑤水素利用社会に向けた燃料電池の本格導入

⑥世代を超えた安全な原子力の利用

４ 地球温暖化・エネルギー問題

の克服

＜目標３＞ 環境と経済の両立環境と経済の両立
～環境と経済を両立し持続可能な発展を実現

①先端研究施設・設備を活用する限界の突破

②宇宙・海洋・地球科学の限界領域の探求

３ 世界最高水準のプロジェクト

による科学技術の牽引
＜目標２＞科学技術の限界突破科学技術の限界突破

～人類の夢への挑戦と実現

２ 非連続な技術革新の源泉とな
る知識の創造

世界的な競争の中で以下のような研究成果を創出
①研究者の発意に基づく基礎研究による多様な知識の創造
②異分野融合による新たな知識の創出
③知識の統合による新たな知識体系の確立
④人類的課題解決のための知識の創造

１ 新しい原理・現象の発見・解

明＜目標１＞飛躍知の発見・発明飛躍知の発見・発明
～未来を切り拓く多様な知識の創造

個別政策目標例中政策目標大政策目標 【情報通信分野】

【ライフサイエンス分野】

１．政策目標の実現に必要な技術

中政策目標６の実現に向けて中政策目標６の実現に向けて

①光・モバイル・情報家電の強みを活かし世界
を先導する次世代ネットワークの実現
【実現目標：国民の××%が高速または超高速
ネットワークを利用可能な環境の実現】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
②モノとモノを情報でつなぎ便利に利用する電
子タグの実用化
【実現目標：電子タグの利活用分野が拡大し、
2010年に××兆円の市場波及効果】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
③ライフスタイルに革命をもたらす次世代ロボッ
トの実現
【目標：ロボットをネットワーク間で接続する技術
により××兆円の市場規模に拡大】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
④誰でもストレスなく簡単に使えるやさしいコ
ミュニケーション技術の実用化

中政策目標１２の実現に向けて中政策目標１２の実現に向けて

④堅固な情報セキュリティシステムの実現
【実現目標：国民の××%がネットワークの利
用に安心感を得られる社会】

１．政策目標の実現に必要な技術

①ゲノム情報を活用した生体機能の解明に
より生活習慣病や難病を克服

【成果目標：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

②免疫メカニズムの解明による免疫・アレ
ルギー疾患の克服

【成果目標：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③バイオテクノロジーとITやナノテクノロ
ジーを融合した新たな医療の実現

【成果目標：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中政策目標９の実現に向けて中政策目標９の実現に向けて

１．政策目標の実現に必要な技術

①ゲノム情報を活用した生体機能の解明に
より生活習慣病や難病を克服

【成果目標：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

②免疫メカニズムの解明による免疫・アレ
ルギー疾患の克服

【成果目標：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③バイオテクノロジーとITやナノテクノロ
ジーを融合した新たな医療の実現

【成果目標：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中政策目標９の実現に向けて中政策目標９の実現に向けて

＜情報通信分野・個別要素技術＞

※注：本イメージ図
に例示された技術
等は今後の議論に
何らの予見を与え
るものではない。

重要研究領域をどのような考え方で設定すべきか。

〔検討課題１〕 分野内の重点化手法の考え方分野内の重点化手法の考え方 （１）（１）

◆ 重要研究領域は、一般的に、 科学的インパクト、経済的インパクト、社会的
インパクトを軸とした将来的な波及効果により評価される中で、以下のような
点が重要ではないか。
① 国際的な科学技術のポジションを明確に認識（ベンチマーク）し選定するこ
と。（強みを活かし競争優位を確実にする領域なのか、強い社会ニーズがあ
り課題解決すべき領域なのか、パラダイムシフトを先導する領域なのか等）
② 知の創造から社会・国民への成果還元に至る各々の研究開発の段階に
応じて、目指す政策目標の達成のために真に重要な意義を有していることが
明らかにされていること。
③ 官民の役割を踏まえ、政府が研究開発投資する必要性（リスク、補完性、
公共性等）を明確化すること。

◆ 第２期においては分野別推進戦略が網羅的にかつ必ずしも目標を明確化
せずに重要研究領域を掲げていたことを踏まえ、第３期においては、研究領
域の十分な選択と集中を行うとともに、政策目標実現に向けての研究開発
目標とその道筋の明確化が必要である。

◆ 重要研究領域は、一般的に、 科学的インパクト、経済的インパクト、社会的
インパクトを軸とした将来的な波及効果により評価される中で、以下のような
点が重要ではないか。
① 国際的な科学技術のポジションを明確に認識（ベンチマーク）し選定するこ
と。（強みを活かし競争優位を確実にする領域なのか、強い社会ニーズがあ
り課題解決すべき領域なのか、パラダイムシフトを先導する領域なのか等）
② 知の創造から社会・国民への成果還元に至る各々の研究開発の段階に
応じて、目指す政策目標の達成のために真に重要な意義を有していることが
明らかにされていること。
③ 官民の役割を踏まえ、政府が研究開発投資する必要性（リスク、補完性、
公共性等）を明確化すること。

◆ 第２期においては分野別推進戦略が網羅的にかつ必ずしも目標を明確化
せずに重要研究領域を掲げていたことを踏まえ、第３期においては、研究領
域の十分な選択と集中を行うとともに、政策目標実現に向けての研究開発
目標とその道筋の明確化が必要である。

政策目標実現に向けた研究
開発目標と道筋の明確化

◆ 重要研究領域に属する予算であっても、投資サイクル上、過去の蓄積を活用する
ことに主眼が移り予算としては増加しないもの、一定の予算内で息長く研究持続さ
せるべきもの等が存在するのではないか。

◆ 他方、投資の戦略的重点化の視点からは、今後５年間投資を集中する必要のあ
る以下のような研究開発プロジェクト予算を明確にして進めることが効果的ではな
いか。（「戦略重点科学技術」と呼ぶことはどうか。）

① 近年急速に強まった国民社会の課題への対応ニーズ（安全・安心面への不安
等）に対し、第３期において科学技術からの解決策を成果として明確に示す必要が
あるもの

② 国際的な競争状態及び技術革新の発展行程を踏まえると、第３期期間中の集
中投資・成果達成が国際競争に勝ち抜く上で不可欠であり、不作為の場合の５年
間のギャップを取り戻すことが極めて困難なもの

③ 長期的な国家戦略に基づく大規模投資において、第３期期間が重要な集中的投
資期間に当たるもの

◆ これらは第３期期間中においての集中的な重点投資対象であり、総合科学技術
会議が厳正な事前評価・中間評価を行うべきではないか。また期間中の状況変化
に対応し、戦略重点科学技術を厳正かつ柔軟に見直す仕組みをどう考えるか。

◆ 重要研究領域に属する予算であっても、投資サイクル上、過去の蓄積を活用する
ことに主眼が移り予算としては増加しないもの、一定の予算内で息長く研究持続さ
せるべきもの等が存在するのではないか。

◆ 他方、投資の戦略的重点化の視点からは、今後５年間投資を集中する必要のあ
る以下のような研究開発プロジェクト予算を明確にして進めることが効果的ではな
いか。（「戦略重点科学技術」と呼ぶことはどうか。）

① 近年急速に強まった国民社会の課題への対応ニーズ（安全・安心面への不安
等）に対し、第３期において科学技術からの解決策を成果として明確に示す必要が
あるもの

② 国際的な競争状態及び技術革新の発展行程を踏まえると、第３期期間中の集
中投資・成果達成が国際競争に勝ち抜く上で不可欠であり、不作為の場合の５年
間のギャップを取り戻すことが極めて困難なもの

③ 長期的な国家戦略に基づく大規模投資において、第３期期間が重要な集中的投
資期間に当たるもの

◆ これらは第３期期間中においての集中的な重点投資対象であり、総合科学技術
会議が厳正な事前評価・中間評価を行うべきではないか。また期間中の状況変化
に対応し、戦略重点科学技術を厳正かつ柔軟に見直す仕組みをどう考えるか。

＜政策目標と分野別重要研究領域との関係イメージ＞

２

重要研究領域と予算配分の関係はどう考えるべきか。

政府研究開発全体の大きな方
向付け（マクロ的ポートフォリオ
管理）としては、第３期も引き続
き重要。ただし、各分野内での
重点シフトは、よりミクロな投資
戦略の考慮が必要。

将来的波及効果、国際的ベンチ
マーキング等から十分な絞り込み

Ｃプロジェクトの投資サイクル

周期的に集中的な投資が必要
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Ａプロジェクトの投資サイクル

ある時期に集中的な投資が必要

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

４
４
年
度

４
５
年
度

４
６
年
度

４
７
年
度

４
８
年
度

４
９
年
度

５
０
年
度

５
１
年
度

５
２
年
度

５
３
年
度

５
４
年
度

５
５
年
度

５
６
年
度

５
７
年
度

５
８
年
度

５
９
年
度

６
０
年
度

６
１
年
度

６
２
年
度

６
３
年
度

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

５
年
度

６
年
度

７
年
度

８
年
度

９
年
度

１
０
年
度

１
１
年
度

１
２
年
度

１
３
年
度

（
億
円
）

Ｂプロジェクトの投資サイクル

集中的な投資よりも
継続的な投資が必要
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＜タイプ別投資サイクル＞

論点１論点１

論点２論点２




